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( ， ) 
東洋大学O).J:コ・7ィロソ7ィ学際

田実力内

エコロジーとエコ・7ィロソ7イ(竹村稼授)

( J).I:コと怯何か?
副知S~慮、生J置→EconÐmics， EcoloOY t.珊生

(2)号ィー~..I:コロジーをめぐっ亡
功利主義的・人燭中心主義的環境主劇こ対し~， j>/~*.*;unつぬ侍牲奄蔓理

崎潤億総喧耳主命田平等主義章生輔の事衝牲と其生、⑨平署主義置場札竜雄
へ品闘い、⑥梅灘性主協問、哩車庫宵自治ι分権化}

(]).I:コ・7ィロソヲィ0)同例
zコ7~ロソ加と現代哲学と白鶴1(聞編啓充)(生命中.Ï，\vs'曹語中恥関与的自
客録的、量的に生き吾四量的に事跡、包括的VS'分析的、知恵VS'情"、生活肉
質v出梅質問経温fti;畠関心，VSHSi畠篇周，仏祉会的関心.vs.社会問察関私個
人責任v剥国人鍵責任、掴穐貨問現象J:寛害vsn寛容.健康冨慮vs不冨慮}

(4)策洋大学にi1tけるr.I:コ・7"ロソヲィJO}構想
①自箆観探求="，1-，喧価値窟識調査ユエ"，1-，置環境干.ザイ>-::1二vト § 

本固め話題展開

( J)策洋大学O}.I:コ・ヲィロソヲィ学際珊突か局

(2)個人的背景と碍究怒鳴0}起源

(])文理連携(InterdisciplinarvApproach).生活

知と科学知ぬ連携を目指し信琵琶湖研究冊

(4)生成する環境学「烹下~J理論」芭防砂<r怠t.::i!
ef;i'f理論」を見える化しだ琵琶湖博物館

(5)知行合一(中江麗樹)碍完成果奄政策に滋賀
県知事とし'[:0}挑戦と実践(Transdisciplinary
Approach) 

Zコ・7ィロソ7ィとI;j:課題発見型
哲学(河本教授)

(J).I:コ・7レ-b(篇ーユニ噌ト)
理愈的官ロゲ司'U(持続可鑓盤、終盤L濁細)

棚田園興的生活者イメータ「原乞冨慮」

(2).I:コ・号ザイン(第3ユニ甲ト)
?イ号ィ?白官ロゲ弓白帽闘匝轟埠同=悔して柵噂され吾イ#ージ、怠耳障と感覚由出会い
(I{ィォ:;1.'1'1-7.)(審者猛司.窟識と感覚魚雷置に危機感)

(])工コ・スペヴト弓b(篇2・3ユニ甲ト)
分峰lt'る1ロヴ弓u(事場権、生物事績低胞と膚黛自問)
事門化司附領鴻(曜も官学、金極学、生慮学???)

zコ・7ィロソ7ィ0)7つぬ基本的
考え方(竹村)

( J)自鰐と除?人聞とl事?

(2)両者向本来的闇儒防?

(])人聞と白熊命共生、̂ 聞と人間0}共生

(4)共生を展望しt.::+tステイナビリティと憎?

(5)人間0}行動続範(倫理)

(ゐ)人同意識ぬ現実陪?

(7)人間ぬ意識変革、社会システbO}変革陪?
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(2) 

個人的背景と司実容勢ぬ起源

おぜ琵琶湖町究へ?

自分史カI&;，7'7IJ'肉、アメリ!拘

をし亡琵琶湖・滋賀県へ

1913 1';，("拘留学[目本ぬ環境共生型申困祉会碕費者借金れ曇}

1914 iIt賛成琵琶繊且白水自信村荷繍宥対象に

1980S事代
滋賀県職員「琵芭渇輔君所良』 ιレZ琵琶湖邑人由自・か拘叫硝露間組
(侮樟吉良構想)

滋賀県肉集落白7ィーILドワ-IJ碍宥

生活環境主義G誕生(水~ÅOJ環境使) (島鍵・古111.総回)

生活者窓越を埋め込h.E環境問題へ由政策理諭づ〈叫

1990年代

住民拳加盟白琵琶渇憎穐信提案・準備・周館・遅蛍

世界各地白滝沼地域向tt緑環境祉会学珊需

古代湖琵琶凋OJ世界的価値を聾理・脅値

2000年代

京都繍奉文学古事場雄会学敬員

滋賀県組事 (2006-2014年)

喜町発者白経験E理摘を琵琶湖尽雪l~滋賀県白朱1づ〈叫に~由・し定い
お9 つ同事.，1:;いSいー リ~l'it" :itIJ・現場胸担書":itIJ・A口減少

，，:itIJへぬ歯止め)膏策聖地域自・局師走・婁援し1:;い.

開莞背景と滋賀県・琵琶湖ヘG思い
1960年代埼玉県嘗蚕底意生(農意。母ω15脅・母o三つめ
取え:自然ぬ不思繍・弱者へめ共感・食いぷち師自分!:l
-15i10悶画修学館行. 18i10高校修学館行官出会.，1e近
江と罷芭舗ω強間電書館憶

1970年代

一高校時代に出会ラ定三冊ぬ本

(今函錦司、梅縛:r.~島.中院佐助)

ー闇画0*学奄選t3I
(1'71/'向察機:v，.c.!書制4司祭績割巳押し入晶

一来閑といわれるが人間1l~閑0'11:;"ザニ?で
7~-1J.ドワーワ(水と人間ぬかかわ叫}
「コ句・2ー杯ぬホ・-OD.0食べ物ぬ価値J

(1972 r成長o限界J :メドウス他)

環境共生祉会へo関心

嘉回I~穆ぜ環境町突を続け厄ぬか?
(実母ぬ支えと教え老衰叶継ぐ)

( 1)食費の畳"'"・~"1:箸11レ"1:l!1õltか句@鍍ゑ
『自分@禽μ'""惨l!Iril'1!lie惨さμJ
岨澗20-Jω事代"'.骨*笹伺蓋軍医

[求療臨子育"1:.過酷唱. .，量発也瞳楓東制lfOfia白
樺勉阻個色合切圃陪串』馳暢句人権熔盆〈混俳句n4'.
穣f世摘恥../→嘩金収入場a分菅稼ぐ事1)

(2)'令ι綾育園同制"包いろ楓決耐強... 畑中苦陣n"1:勉強

しτ'1&&..‘書乙野軍づ4医学嚇恥湿1->"1:<れε..
自分句人生局畠分官咽‘l拓.~I. 度躍譜重鮮芋壱学41'"で
匙""，y宅整a事局し@盟実老健齢L割増瞥@ぷくし定出、といろ

出酬正繭蝿冶角益重時晴乱，"1:'"事事実港睡眠

~レZ同期心_..宵"1:"1:<n7e

1971年、~:"ザエ1'(;)村Iこτ 11'jJ，cl/l1留学中に日本ぬ水由農村ぬ冊完

コ‘，.，7，-杯(;)水、一皿ぬ食事ぬ価値に 11(自然と人間向共生杜会モ号IL)偏される。

目覚める |13L22222芝l慰安監獄23持制
.1/:;"・ホワイトぬキリスト書主的自然餓と般車線穣 vs/{スモ?

.1'メ1/11!:0籍導~f震か弓?ド/(ィス→日本ぬ水田農村め持続性

ごと冊突価値が窃る.
・祉会心理学依授か弓め?ドパイス-1白24暗問のう号zl時間l書仕
事 ・liI!~を.子育ての愛情líI= l時間!:高密官官2
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(3) 

文理連携(Ir吋erdisciplinarv
Approach)、生活知と科学知ぬ

連携を目指 し記琵琶湖町究所

官ぬ生 活環境主義的冊究

琵琶湖町究開老とり審〈環境政策

近代科学技術主義減策と事門事事実に限界電量発見
(1 )水G)i号擦と除? 日本陸水学会・渇沼学者

「湖沼学者は水中の物質循環のメカニズムを扱うが汚
染は人聞社会の問題だ。私たちの研究テーマではないJ

(2)行政的に水汚総ぬ定義fet:? 滋賀県環鳩政策謀

「水質汚濁防止法」で決められた環境基準(物質)に沿っ
て定義、改善目標を定め、汚濁負荷削減など政策化。

(3 )箆醤湖が汚縫~nεといわれる水道海入前ぬ生活
同水防?滋賀県公俊自信生課

「水道法で決められた法令を守ることが役目、水道導入
前の生活用水には関心はない、行政の仕事ではない」

→生活者目線c;}必奪性・琵琶湖憾物館ぬ提案旬

1980年代 「虫G)HJ謂査:

主体陣地域居住者:住民
.ru琶湖沼品事処，芭向、水と人間拘かか才叫骨肉穆

吾窟峰奄発見し定時代J

.rぅi1!(;春、水曲、水界骨文化的値筆」

『水とA骨事場唱~， (J9845芋}

-近代按街主義 vs自f軍事嫌健全主事匝=対し℃箪Z
0Jl:;喝一生活環婚主義

・守本1I町翻舟村'VlZSO.茸拘『村B2，Vlil!認が原点.
居住者、生活者倒立場奄強鼠地橋ヨミュエ手ィ白
怠暗

-泌IlVl信白地誠意棒、文字E苗iCτ弓Zし芝生活写
鵬首続発織.印有穂町生活写轟師事事弘幸-
~I'(-:;;tit，今昔比較

-古事実奄活問し定『賀潤提示型イr9ビュー，.

毒事ぜ琵芭湖町究所・琵琶描鵬物館疋

っ厄ぬか?をG)前寝泊Eょう
1914年武村正義県政誕生

1911年命潮発生→右I寸九運動、琵琶湖へぬ関心高参る

1919年富栄苔化防止条例制定

1982年琵震湖河野崎発足

武村正義「行政、政治め立場か勾琵琶湖に対し乞学閥的移目
竜骨肉I寸、学倒的砂判断に耳号傾ける」

梅鱒怠事長「自然科学~け芭毛主く琵琶湖事人ぬ事局しと関係が
漂いc;rz::.人文科学的分野を取"込ëO~うに」

米山俊檀『地主事ぬ生活・社会ぬ視点か内土着主義を』

末石室*llIIr~t!震とdえあるい除佐民と行政'G)通訳壱』

1984年世界湖沼会議→琵琶湖G)時間的・空間的見える化
14 

1970年代ぬ琵琶湖総合開発を

めぐる水環境思想状況

( J)琵琶湖ぬ水質汚鎗に跡、下水道に代表される

近代技術で対応可能→「近代技術主義」

「下水道琵琶湖浄化ぬ箪ー修」

(%)琵琶湖ぬ環境破績を止めるに除、ヨシ帯@ζ
自態環境0>健全が大切→「自然環境保全主義J

r琵琶湖聞究所俗間同司究開」

(3)琵琶湖研究冊でぬ祉会・文化系0>相究

地元生活者ぬ水・湖とぬかかわ'10>変遷か勾環

境保全0>目的を導~té廷う→「生活環鳴主義」
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」ニ議訟判
E圃画宜野h喝診亙語斡ーー-ιι~

'市・園面圃

鴻近所亡C)共有さ九昆主圃

・ふここ主主チい ・・・・
.オuγ;先い3・・・・

II.1II周ω圃 圃

臨盈
陸封謀関関

l-:[ 
1956(昭和31)年 1997(事成例年

前野島資織.~・琵管湖悌物館錠供 古苔桂信貿信影・詩睦湖陣物館特侠

近い水(;)しくお
(1)*保全ぬ語圏1(;)しくおーを/ I、ードウェ?

『水の使いまわし文化』

生き物循環
(2)水保全ぬ歓会的しくおー号キコト ソフトウzア

時間のつかいわけ・空間のつかいわけ
地域共同体としての配慮

(3)核保全ぬ心理的しくおーココロ ハートウxI'

直後水をのむという「信頼J
『不浄をしないはばかり意識j

2l 

し原防犬小便分躍し乞図。畑へ

→ 州内 + lflil -..... 

大恒+ 囲内+ 朱 ヘ l 

人聞のロヘ 4昏--

昭和30年代ぬ水路i志どこへ・.. 
圃舟で牛若運ð~. '象路のS惨かった拳';alll(さづかわ》では回へ由時き~!I;IJとんど舟
でー 問起こL相時岡1:はZ与を，圃舟にの信ていった.'与をのttる曲舟はーふつう拘もの

よりも帽が広仁安書していた.下斬III(しも1:いかわ〉神社由島雄所が舟着き曜に
なっていたが.今では埋め立てられて萄臨は偉い.

岬・蝿給制e~:a:厳符純夫 噸 '押'"剖・F〆電rx富谷11.

【袋織，Jl也噌1・物館】

24 

代詩慌
開
閉

引
十

粉

時

乞
潮
崎

-
S民
加

生
誌

が
おwr

 

'u'
自

返

却
水

水
内
W

使
い
歯
し
・
循
環

抱負 a倒@腿亭 1.11111縫合唱~I、・:i'.Z. ~∞弘同S
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"'l*' に純水繍U込骨量水シ文字b~蹴

水
内
同
僚
い
揺

Z

園水システム模式間 平成年代水の使い捻て

え河
~川
いに
縦水 :a..A

mを
り閉
行じ
政込
のめ
つざ
らる
さを

上下水道化という祉会変化

4ι 
，ヂ

" 

~， 

，〆
/ f . " -・皿

剛-
--働組・

ma--却

m
-

-・~，...'þ (企・. ー.u..a・t_._剛
+ 畑山畑 _1'.....削船

髭怒湖遣の上下水道的変化

(4) 徹底し記聞き取り調査・生活者自織か
局耐えt:ete窪寺しい環境織と，~?

生成.る環境学1iJ:、『事ミ下1.，理
( f)多種多.~生e拘

r~，司111にt.M，""&.fl11聞に~t:.<角い忽くさんいt:J
r，nテジャコSいっ""'Jr困ILIi'6at!滋者tt:いt:J

論j芭l~ct<r te.te.きあげ理論J (2)生活命中で生S乞い信湖と111
r~GlI1IかS奇跡.8ホをく九芭縫還をしt:J
r~GlI1IGlホ鯵嘗幡.~t:Gl広・ ・・』

生活現場芝生お曲される ( 3 ) 予と志e~Glimぴ‘としt:Gl水辺
rt事日.I1U乙aっか働にいヮeJ

おっつぬ環境価値を rえかい(1;:e移〉サマ3曜をつかえどこと白書約電机&;机九J
(4)小コミュニティによる自主的穆ホ害対応と111へG漫‘

見える化し定琵琶湖博物館 r1;:困層Glee.温餓GlJl8‘I.-a分t:与をしt:J
「省筋.しe自分eちをしe.1I11&f6e~Gl'6Gl J 

司 『水め湾総』 と島幸、毎別水Mや物質Gl~!!!t:!けで鯵毛主い.

27 ご袋詰主総号線RPFGeぬか怠似 ヲ信

30 

. 
~ 

2 
2 . 

g島崎~lttt<:l_蝿iIIt!<:I"瞳e~"，

.. ・a・・a・愉.剛院~‘..M.tAA局内句e・.. 

日本ぬ自然と文化G)関係性陣
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価値論的に見伝環境ぬ多面的意噂
向。る近い自然令現世'H衰~~t市に価値観ぬ転鎌号

生成竜彦る環境学理簡に根差し提言
琵琶湖博物館ぬ企画・傭想・建設・

運営
見え電子い琵琶湖を見える:eG)に 1

場境ぬ自分化 1

科学知、生活知ぬ補完奄原点に

博物館ぬ理論的道筋をつくる

〈調，勉〉 〈生温飽〉

-計"...え曇鮪‘ 五.c.盤)か均値.へ

-専門取が.を抗量!ftC)備調書 -締ι器部抑制
ぬ組館嘗覇。1i:d'I応&d'I5. ー.
自信C))C利三友色、低金値 生活文化.自信ιJ..，ぬかか
‘a位組硲竜~t:. 拘叫唱~t:.

.!iI師、a批判 ・ 払 量 制 嶋 崎

司F弓又、由 佳包Z，重aeas覚句
向総‘圃C)I，..ピ，，-に*'1 し[ゐい盤.舗}か絡が司.い

笥.掛也事‘- <tJot:?tJoが縛.馳.

柳田園男G)f郷土町究』白1下敷き

.1 事意外商事(モ1)
{省形文化}

'2生活憲竃(コト)

{宮極書編}

'3生3童心性(コ:xJ)
{心憲現象}

. r.土生活向碕突J

.明蹟留組10年)

環境問題白梅合的意噂が見えZくる

寵琶湖憎拘aG>三つ@糧怠

(1989年-199予2事ιニ}マI ‘唱6~樽穐値
「湖I!.J..剤jと;，吟干ーマに.~っτ. 朱知ぬ使"~iI突し..&._

lt6悔'幅値
←61!認を川ース1:.朱知Ç)-;t資制司tll~にS臨める

ネヲィー仏ドヘ@周，~"・鱒拘館
魅力ある勉婦へめ入品lロとし官~ヲィーILドヘØl商いと怒る憎絢Ii

← 11琶湖量~$め司HS繍鎗に凶じ込ωl>ó2-f.f&
『情拘館という建物静必理事司書(善lJ

本爽構a・~移.情鞠値
-参〈ぬ人々にd同信邸'''J活備と爽織帝大切に柿憎絢館

←t書物館白告でいう『瞥瓜J'l:!防需主〈‘ ~i方向性't~、<I&.t:!f爽!l J
地婚住民óA~学芸員.~如実tft盤情拘館(躍~l世代ぬ憾繍館)
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双方向牲を埋め込九定住民拳加 11 膏琶湖情拘館@活・、 1，~:rA*イメージ
型ぬ「訴しい博物館像j

')  Boxof 

ゴパ:。品説|乞

(戸函孝琵琶湖情物館資斜ð=~1)

琵琶湖博物館か勾つおかっE
4つぬ滋賀県ぬ政策と人員配置

(1)水田総合町認→「魚ぬゆ'11J'ご水田J

(2)提JIII政策・水害被害ぬ視覚化→fltu1t
tすむ頼今@い縫域治水政策J

(3)渇諜寝・生活関水密・環境寝→「琵琶湖
向日本遺産J

(4)個目l雄物分野砲詫→生物多様性政策

人員配置:県庁職員向学芸員出向

(河川、旗第土木、森林、水産、教育)・

コzモ〉宮口とぬ出会い、をぬ仕組お

・水i多角ワト抱吟

・総鰐l歩穏わょう
. (草取委電車$R&)
・排水防111に読さ
ず、 dも{賓といっし
d:Iこ野禁姻へ

篭ったい毒事い1il8
m水筒拘

・熔斜節約

『寧槌I18JlR窓縄
{昭和軍年}

諸IIItOIl8
e予G信者司か~~<ll"
8宅。Ml..鎌熔?

生活鳳水fl1lViJ吉海水を再現
f私志ここにい忘れ生活再現

IJ吾ごι唖網lOIif.M-oe来い拶
μ・暗いtJl(，定書草月む苦情憲湾国Eレτ
厨ij;:.r私事ここにいl:!J'e常化』白書

ぴ例t.
.~革命憲旋盤遺骨唱幹事;::WIIí

騒稲19lif.S目10B午前10・事.
IC織事事在地区、軍江.

.s底的~11'リ:毛色白追司R

g鷲六種信示・<l!:Ill'lt克也』

環境展示I~fモんで~tJい、
「関係性=志向かrec.lJc:;)表現

.， 
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(5) 
知行会一(中江蘇樹)

aII完成果を政策に滋賀県知
事とし乞ぬ挑戦と実践

(Transdisciprinary 
Approach) 

“事っ定い惨い"と熔?
( J )盆や拘唱rS鈎Ifる
(%)絢"\'tA(;)本療のll1l'Uされ r~'J が宣言
いJ と~.:;
(3)拘.¥'tA(;)事療のカが袋わね f心惜しいJ
という気持写

(4)穐"¥'tA'寺本擦の価値に対Ifる車司監

(Respect)ぬ気持写

(5) B*1é附T!~<1'ジ?・.に普通的に過貴重

'3 

IfるfA敏的@筆膚信傘にも通じる‘!tE!と し
生時§存在へぬ敏章、..

現E鳴誕生ぬ思想Iこe通じる.

@ぜ滋賀県知事選挙に?
三つ(;)~っ疋い捗い政策

( 1)宮暗主瀞. iI'it抽 a融局@官白a:l~ト悼買白詰揖事量
国倒量財源.加世代つ111!1し{附iI'it " ~今 }

・橿盆宜・静内舗岬也曾穆‘....-宵官.制隔寄場tl"ろ鍋岬血管事制源治'
.oID:tト骨買白公民事冨."1411-拘置{踊甥・踊・b・元源治.IIJ信寄場}

(%) '.奄車初出司" '<'0縄少抵由"~'1白書患静寂論曹に抑えZμ早い
'令・予と事白聾押， et，t:*格AロE冒犠に陸"組掛・*'1聖自由 ('<'O" ~'1 )

・'合唱掛~骨ft:・-帽・" J '11・・ー..... 湯"咽.__
-ーー・唱凪Io>>f:.圃.刷・・~t;号音・・量'賓t:._・瞳伊噂臨調V同}掴薗IH・AI::
園田誕国制・睡由・・咽O'、
畠白銅'1:.生参tu::掛かS同質由自目ltiJIl:轟蝿的巴決心圃酎0・・.d忍・..，a).

(l) lIIiI'it芭a見事誕置湖総書需轄にみ~amt. (膚鴫" ~'1 )
・4湖周-同帽鋤両国帽偏重忠急宮ー---一一一一下ー.. 
-・咽臨調t.t:._.. 回νu司圃・・骨噂'圃E田町.. 
・官曾崎し章特轟崎.""ミ軍帽崎橿値観，、白峰r.le怒叫と正鳶事
.;:!由参竜彦君陣白羽ドに来寮屠@い.

・疎治陣包橿民自革っか"古い邑笥拘r::d'吾華臨海銀、~に学問骨銀.~I

豆

滋賀県知事とし乞ぬ環境政策
.(1)11有種.ill量生産奄支える沿n.肉湖・水回途織へ

肉湖再生‘水腫漣続性C;);再生(魚ぬゆ‘ltJIご水田}
.(2)&ホ.A土湾貨の水雷巨樹.e*純ぬ保全へ

'(3)河II~相.!-旬断可69ú園通&句=111治水へ
lOJi'c;)水書観客鋪宣か内生活11境主重量にぷる湾措置治水

，(4)生・文化傾含体@寵琶湖唱tS*遺産に
文化としZω珊境..奄咽示化し芝、地IIIC;)鱒‘刷出，、

'(5)11鍵周回にa町内るf被害鎗元』としt:c;)r寧IItlJ滋賀E
『鎗奮.遺司$1fJf.JI~ラr.震防.Jc;)..体制強調

-骨ぬ指南実E車E降tI!、叫組=3均'百t事.態書μ留tにFふ?噂z嶋a運釦動事碍蹟突伐かの合棟学続九砂tI!織't毛〉穐トh照F大的Seいr低.金遵動』
-挙管官隊でeti~むと飢鉛事tし定審理E芭邑11!.

-車両前線漏電E等公持事績(;)売直し.'lIlW事情・中止に事吾環穏健全.指茸昔膨策畠}水高島例
、E斑B喝ι̂ぴとぬかかれ‘胸高生、.事原事官政策、妙子高齢倣繍
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琵琶湖向調擁量ぬ大幅砂減少1

15 22..， '1'元$1 開43 35 

。
昭如29

‘IXYJ 
51XYJ 

‘訓抽

2J)曲

帥D∞

が時~'~h~:J;~蓮司自t，.uI2l;.:~
地域社会を含めた織々な組織が環境保全活動で必須となる、

相互の社会的ネットワークや協働の仕組みの、."*，，t~< 妙
や書.

aι..・μ包""""“‘@・
.・C酒E・'"拶~r1"_'司..・
4.・a傘a附陣.岬ν・'‘-
a 例a・'..~‘・・・・

~・V・....~.

書、oゆ'11J'ご水田・2ロジェヴト
溜飴が産卵・成育できる-*回思耳障在殴り戻そう IC.うおじま"椅$)

!u!湖悶坦の ~留置鎗喧r1'l
倒倒

-・a・・・ー..帽齢....... 
。ー施、..・・化，..・属議o

11<....・~. u.MD:I・
.. U.t=<<CIJ・L・..

抑
制
一起

園
一

望、
生活環境主義に~るbつ(;)'1b凍結
・中止、日本初め結城治水義償問伊j定

←江戸・鴫治・?に正・昭和河11
経由議型治水奄職員と知穆が対話し穆が内戦略化.
←住民e.O>f 自助/~助J力向学び
←京都.~陪府知事とよ下溝連機・量土爽通.によ
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IJl.l1ef寸頼局主主い涜域治水政策
f地先ぬ宅金庫』統合型政策ぬ婁現

-a"ろしぬ燭台、自主活轡視点かようω水害r/~.'l評価~
>t蟻やはん草原での対策{まちづ〈り等)もあわ曽た治水を検討する渇官、
『河川値段ごとの(治木}安全度』では本<.暮らしの舞台である『勉先の

安全度』音羽ベておく必婆がある.ザーピZ俄給側軍隊等〈徹害者費付吾
被災者‘生活者機慮伊丹C)1IIiW・減策提a.

(r地先の安全度』白銅査にあたって}

生活留である流厳・はん草原を取り巻く、河川や水路からの複合的~は
ん濯を考慮する.(個別省斤書事局開lの縦割りではお〈、総串激策}

小さな洪水(10年に-@)程度)から、俗文級由洪水(200年以上に一回

程度}まで、 さまざ者五I~を想定しておし

n"'~事喧

琵琶諸邸$私達にとっ't:c;)r康ぬ問J/ 

琵琶湖時に『橋板文化Jc;)再生を 1

嘉田由紀子ぬ環境思想・実践と各種
c;)固ぬ政策へぬ発信

(!tii!i覇軍鳴主務f番目本文化に械差しt:'Zコ・7ィロソヲィか7)

( J ) 1980年代 『名水百選J~~水0>文化ぬ発見・
発信・地元住民ぬ自信膏't:(環翁省)

(Z) 1990年代 『生物多繊性国家職略Jに文化0>多

傷性奄追加(里地・里山・呈111-呈湖慣念:環境省)

(3) 1990年代 「重写文化的景観JO>提案(文化庁)

(4)2000年代 r'1uだけに領内惨い読域治水J

(国土爽過省)

(5)2011年以降「寧軍事l/電語の代わり除あるけ

れど琵琶湖O>t切削除惨い[J 58 


